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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月7日(2019.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスを動作させる方法であって、
　　複数の第１のシンボル中でユーザデータを送信することと、ここにおいて、前記複数
の第１のシンボルの各第１のシンボルが、データシンボルであり、前記複数の第１のシン
ボルの各第１のシンボルが、第１のシンボル持続時間と、第１の周波数帯域幅と、第１の
トーンプランとを有し、前記第１のトーンプランが、第１の有効な開始トーンインデック
スと、第１の有効な終了トーンインデックスと、直流（ＤＣ）トーンの第１のセットとを
備える、
　　複数の第２のシンボル中でロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を送信すること
と、ここにおいて、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、ＬＴＦシンボルで
あり、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、前記第１のシンボル持続時間よ
り短い第２のシンボル持続時間と、第２の周波数帯域幅と、第２のトーンプランとを有し
、前記第２のトーンプランが、第２の有効な開始トーンインデックスと、第２の有効な終
了トーンインデックスと、ＤＣトーンの第２のセットとを備える、
　を備える、方法。
【請求項２】
　構成情報に基づいて、前記複数の第１のシンボルに関連付けられた前記第１のトーンプ
ランを決定することと、
　前記構成情報に基づいて、前記複数の第２のシンボルに関連付けられた前記第２のトー
ンプランを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の有効な開始トーンインデックスが前記第１の有効な開始トーンインデックス
の関数であり、前記第２の有効な終了トーンインデックスが前記第１の有効な終了トーン
インデックスの関数である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－１、０、および１に位置する
３つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トーンインデックス０に位
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置する１つのＤＣトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－５、－４、－３、－２、－１
、０、１、２、３、４、および５に位置する１１個のＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前
記第２のセットが、トーンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーン
、またはトーンインデックス０に位置する１つのＤＣトーンを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－３、－２、－１、０、１、２
、および３に位置する７つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トー
ンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーン、またはトーンインデッ
クス０における１つのＤＣトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－１、０、および１に位置する
３つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トーンインデックス－１、
０、および１に位置する３つのＤＣトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－５、－４、－３、－２、－１
、０、１、２、３、４、および５に位置する１１個のＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前
記第２のセットが、トーンインデックス－２、－１、０、１、および２に位置する５つの
ＤＣトーン、またはトーンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーン
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－３、－２、－１、０、１、２
、および３に位置する７つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トー
ンインデックス－２、－１、０、１、および２に位置する５つのＤＣトーン、またはトー
ンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーンを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記第１のシンボル持続時間が前記第２のシンボル持続時間よりも２倍長く、前記第１
の周波数帯域幅および前記第２の周波数帯域幅が２０メガヘルツであり、前記第１の有効
な開始トーンインデックスが－１２２であり、前記第１の有効な終了トーンインデックス
が１２２であり、前記第２の有効な開始トーンインデックスが－６１であり、前記第２の
有効な終了トーンインデックスが６１である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のシンボル持続時間が前記第２のシンボル持続時間よりも２倍長く、前記第１
の周波数帯域幅および前記第２の周波数帯域幅が４０メガヘルツであり、前記第１の有効
な開始トーンインデックスが－２５０であり、前記第１の有効な終了トーンインデックス
が２５０であり、前記第２の有効な開始トーンインデックスが－１２５であり、前記第２
の有効な終了トーンインデックスが１２５である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のシンボル持続時間が前記第２のシンボル持続時間よりも２倍長く、前記第１
の周波数帯域幅および前記第２の周波数帯域幅が８０メガヘルツであり、前記第１の有効
な開始トーンインデックスが－５０６であり、前記第１の有効な終了トーンインデックス
が５０６であり、前記第２の有効な開始トーンインデックスが－２５３であり、前記第２
の有効な終了トーンインデックスが２５３である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＤＣトーンがゼロ振幅を有し、非ＤＣトーンが、ガードトーンと、データトーンと
、パイロットトーンとを含み、ここにおいて、前記ガードトーンがゼロ振幅を有し、前記
データトーンが、送信されるべきデータを含み、パイロットトーンが、チャネル推定のた
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めの既知の情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ＬＴＦシンボルオーバーヘッドを低減するために、各それぞれのＬＴＦシンボル内の複
数のトーンが、グループ数に従ってグループ化される、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ＬＴＦシンボルオーバーヘッドを低減するために、各それぞれのＬＴＦシンボル内の前
記第２のシンボル持続時間および情報が圧縮される、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　各それぞれのＬＴＦシンボルの前記第２の有効な開始トーンインデックスおよび前記第
２の有効な終了トーンインデックスが、第３の有効な開始トーンインデックスまたは第３
の有効な終了トーンインデックスのうちの少なくとも１つに基づいて圧縮される、請求項
１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数の第２のシンボル中で前記ＬＴＦを送信することが、前記複数の第２のシンボ
ルに関連付けられたトーンインデックスのアップシフトされたサブセット中で前記ＬＴＦ
を送信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の第２のシンボル中で前記ＬＴＦを送信することが、前記複数の第２のシンボ
ルに関連付けられたトーンインデックスのダウンシフトされたサブセット中で前記ＬＴＦ
を送信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　複数の第１のシンボル中でユーザデータを送信するための手段と、ここにおいて、前
記複数の第１のシンボルの各第１のシンボルが、データシンボルであり、前記複数の第１
のシンボルの各第１のシンボルが、第１のシンボル持続時間と、第１の周波数帯域幅と、
第１のトーンプランとを有し、前記第１のトーンプランが、第１の有効な開始トーンイン
デックスと、第１の有効な終了トーンインデックスと、直流（ＤＣ）トーンの第１のセッ
トとを備える、
　　複数の第２のシンボル中でロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を送信するため
の手段と、ここにおいて、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、ＬＴＦシン
ボルであり、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、前記第１のシンボル持続
時間より短い第２のシンボル持続時間と、第２の周波数帯域幅と、第２のトーンプランと
を有し、前記第２のトーンプランが、第２の有効な開始トーンインデックスと、第２の有
効な終了トーンインデックスと、ＤＣトーンの第２のセットとを備える、
　を備える、装置。
【請求項２０】
　前記第２の有効な開始トーンインデックスが前記第１の有効な開始トーンインデックス
の関数であり、前記第２の有効な終了トーンインデックスが前記第１の有効な終了トーン
インデックスの関数である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　　複数の第１のシンボル中でユーザデータを送信することと、ここにおいて、前記複
数の第１のシンボルの各第１のシンボルが、データシンボルであり、前記複数の第１のシ
ンボルの各第１のシンボルが、第１のシンボル持続時間と、第１の周波数帯域幅と、第１
のトーンプランとを有し、前記第１のトーンプランが、第１の有効な開始トーンインデッ
クスと、第１の有効な終了トーンインデックスと、直流（ＤＣ）トーンの第１のセットと
を備える、
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　　　複数の第２のシンボル中でロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を送信するこ
とと、ここにおいて、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、ＬＴＦシンボル
であり、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、前記第１のシンボル持続時間
より短い第２のシンボル持続時間と、第２の周波数帯域幅と、第２のトーンプランとを有
し、前記第２のトーンプランが、第２の有効な開始トーンインデックスと、第２の有効な
終了トーンインデックスと、ＤＣトーンの第２のセットとを備える、
　　を行うように構成された、
　装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　構成情報に基づいて、前記複数の第１のシンボルに関連付けられた前記第１のトーン
プランを決定することと、
　　前記構成情報に基づいて、前記複数の第２のシンボルに関連付けられた前記第２のト
ーンプランを決定することと
　を行うようにさらに構成された、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第２の有効な開始トーンインデックスが前記第１の有効な開始トーンインデックス
の関数であり、前記第２の有効な終了トーンインデックスが前記第１の有効な終了トーン
インデックスの関数である、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－１、０、および１に位置する
３つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トーンインデックス０に位
置する１つのＤＣトーンを含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－５、－４、－３、－２、－１
、０、１、２、３、４、および５に位置する１１個のＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前
記第２のセットが、トーンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーン
、またはトーンインデックス０に位置する１つのＤＣトーンを含む、請求項２１に記載の
装置。
【請求項２６】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－３、－２、－１、０、１、２
、および３に位置する７つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トー
ンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーン、またはトーンインデッ
クス０における１つのＤＣトーンを含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－１、０、および１に位置する
３つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トーンインデックス－１、
０、および１に位置する３つのＤＣトーンを含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２８】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－５、－４、－３、－２、－１
、０、１、２、３、４、および５に位置する１１個のＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前
記第２のセットが、トーンインデックス－２、－１、０、１、および２に位置する５つの
ＤＣトーン、またはトーンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーン
を含む、請求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
　ＤＣトーンの前記第１のセットが、トーンインデックス－３、－２、－１、０、１、２
、および３に位置する７つのＤＣトーンを含み、ＤＣトーンの前記第２のセットが、トー
ンインデックス－２、－１、０、１、および２に位置する５つのＤＣトーン、またはトー
ンインデックス－１、０、および１に位置する３つのＤＣトーンを含む、請求項２１に記
載の装置。
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【請求項３０】
　前記第１のシンボル持続時間が前記第２のシンボル持続時間よりも２倍長く、前記第１
の周波数帯域幅および前記第２の周波数帯域幅が２０メガヘルツであり、前記第１の有効
な開始トーンインデックスが－１２２であり、前記第１の有効な終了トーンインデックス
が１２２であり、前記第２の有効な開始トーンインデックスが－６１であり、前記第２の
有効な終了トーンインデックスが６１である、請求項２１に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第１のシンボル持続時間が前記第２のシンボル持続時間よりも２倍長く、前記第１
の周波数帯域幅および前記第２の周波数帯域幅が４０メガヘルツであり、前記第１の有効
な開始トーンインデックスが－２５０であり、前記第１の有効な終了トーンインデックス
が２５０であり、前記第２の有効な開始トーンインデックスが－１２５であり、前記第２
の有効な終了トーンインデックスが１２５である、請求項２１に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第１のシンボル持続時間が前記第２のシンボル持続時間よりも２倍長く、前記第１
の周波数帯域幅および前記第２の周波数帯域幅が８０メガヘルツであり、前記第１の有効
な開始トーンインデックスが－５０６であり、前記第１の有効な終了トーンインデックス
が５０６であり、前記第２の有効な開始トーンインデックスが－２５３であり、前記第２
の有効な終了トーンインデックスが２５３である、請求項２１に記載の装置。
【請求項３３】
　コードを記憶している非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記コードは、実行
されると、ワイヤレスデバイスの少なくとも１つのプロセッサに、
　　複数の第１のシンボル中でユーザデータを送信することと、ここにおいて、前記複数
の第１のシンボルの各第１のシンボルが、データシンボルであり、前記複数の第１のシン
ボルの各第１のシンボルが、第１のシンボル持続時間と、第１の周波数帯域幅と、第１の
トーンプランとを有し、前記第１のトーンプランが、第１の有効な開始トーンインデック
スと、第１の有効な終了トーンインデックスと、直流（ＤＣ）トーンの第１のセットとを
備える、
　　複数の第２のシンボル中でロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ）を送信すること
と、ここにおいて、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、ＬＴＦシンボルで
あり、前記複数の第２のシンボルの各第２のシンボルが、前記第１のシンボル持続時間よ
り短い第２のシンボル持続時間と、第２の周波数帯域幅と、第２のトーンプランとを有し
、前記第２のトーンプランが、第２の有効な開始トーンインデックスと、第２の有効な終
了トーンインデックスと、ＤＣトーンの第２のセットとを備える、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
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